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消費総合指数の推計体系（概要）
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※ 耐久財、半耐久財、
非耐久財及びサービスの４形態

備 考

１）需要側推計に用いる統計例

総務省「家計調査」、「家計消費状況調査」及び「人口推計」等

２）供給側推計に用いる統計例

経済産業省「商業動態統計」、「鉱工業指数」、「経済産業省生

産動態統計調査」、「第３次産業活動指数」及び「特定サービス産

業動態統計調査」等

３）共通推計項目と用いる統計例

①住宅賃貸料：国土交通省「建築着工統計調査」等

②医療・介護サービス：国民健康保険中央会「介護給付費の状況」等

③水道・電気：需要側の品目を利用

④自動車、保険、金融、不動産仲介・管理：供給側の品目を利用 2



個人消費関連統計の動向

（月）
（年）

（備考）１．総務省「家計調査（二人以上の世帯）」、「家計消費状況調査」、経済産業省「商業動態統計」、「鉱工業指数」、「第３次産業活動指数」により作成。消費総合指数は内閣府による推計値。
２．家計消費状況調査（支出総額）は内閣府による季節調整値。また、家計消費状況調査（支出総額）及び商業動態統計（小売業計）の実質値は、それぞれを季節調整済みの
ＣＰＩ（持ち家の帰属家賃除く総合）及びＣＰＩ（財）で除することにより作成。

（参考）１．消費総合指数の需要側推計値の推計に当たっては、家計調査及び家計消費状況調査の概ね全ての品目情報を用いて推計を行っている（贈与金等の移転支出の情報等は用いていない。）。
２．供給側推計値については、各種の販売・供給側統計を用いて推計を行っているが、記載の統計では、商業動態統計は「商業計」及び「織物･衣服･身の回り品小売業」等の項目を、
鉱工業出荷指数は「家具工業」、「楽器、文具、玩具」及び「清涼飲料、酒類」等の品目を、第３次産業活動指数は「運輸」及び「保険」等の品目を用いて推計を行っている。
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